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生徒会活動による「学びJの回復
一大阪・千代田高校の文化祭事例から一
Recovery of “Learning" by Sstudent Council Activities 
: in the Case of Cultural Festival at Chiyoda High School in Osaka 
マ ニ サハンマメティ
買尼沙汗買買援
Mainishahan MAIMAITI 
概要:本稿は、大阪 ・千代田高校の生徒会活動による学びの回復について、文化祭の意
義に重点を置き、事例を取り上げながら考察したものである。千代田高校は文化祭を一つ
の手掛かりとして、子どもたちの要求を掘り起こし、学ぶ喜びを実感できる学びの場作り
に意識的に取り組んでいる。文化祭は学校行事の中で重要なものであり、日頃学んできた
学問を発表する場であり 、学問以外の関心事を調べたり、研究したりしたことを公表する
場でもある。文化祭で生徒たちが共通の学習テーマや共同の作業に携わり、それが学ぶ意
欲の喚起と良好な生徒間関係を形成する上で有効だと考えられる。生徒の学びの回復につ
ながっている文化祭の(力)持つ意義として、生徒の変化を導いた教師のサポート、あり
のままの自分を出せる空間、学校集団での学び、視野を広げる学び、文化祭を通して教師
の生徒を見る自 が変わるという点で学びの回復の手立てについての示唆をえる ことができ
た。
キーワード:教育実践、生徒会活動、文化祭、学びの回復
1 ・はじめに
国際化、高度技術化など変化の著しい社会
の中で、子どもたちには自ら考え、行動し、
未来を切り拓く力を身に付けることが求めら
れている。しか し、教育現場で、高校中退
(77，027人)、不登校 (57，544人)、非行(学
校内 8，985件、学校外 1，296件)、い じめ
(12，307件)、自殺者 (215人)の問題が多発
している l。このような多くの事例の根底には、
学ぶことの意味を見失っていることがあるの
ではないだろうか。学校に来るための目的意
識を喪失 し、学校に来られなくなっている子
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どもたちも少なくないのではないか、「学びJ
が単なる押し付けや苦役のようなものになっ
ているのではなし、かと考える。それが集約的
に現われている高等学校の現状に研究の焦点
をあてる 20
現在、有名な大学合格者数を基準として各
高校に序列をつけることが当たり前になって
いるという事実がある。勉強したい子が「し、
い子」ではなく、勉強できる子が九、い子J
と見られている。 しかし、序列の上位に位置
しない学校の場合はそうはいかない。そのよ
うな学校に通う子 どもたちの中には、「なんの

生徒会活動による「学び!の回復
2)生徒会
千代田高校の生徒会は「勉強が分かりたいJ
「楽しい高校生活を送りたしリという在校生
の要求を実現させることを基本において活動
している。それを土台にクラス活動を進める
中で、生徒たちは学ぶことに目覚め、自信を
取り戻し、人間ら しく成長していくことを目
指している。
毎年生徒会が、生徒の苦しい実態や勉強へ
のつらい思いを率直に語り合うことを基本に
議案づくりをやっている。千代田高校の生徒
会議案書(以下『議案書~ )は千代田高校の
生徒会活動の軸でもある。毎年毎年、生徒の
思いを学習(勉強)につなぐ筋道を生徒がた
どるその軌跡が記録されている。毎年の「議
案書j は、高校生自身による人間的な誇りを
回復するための宣言であり、これを 「学習権
宣言Jであると指摘する者もいる 8。生徒会が
自分たちの思いを議論し、学習のあり方を論
じ、学校生活を意義あるものにするための方
針を絶えず作り出している。生徒会は内容と
してKGノート(家庭学習ノ ー ト)9、充実ノー
ト10、放課後の自主に一生懸命取り組みなが
ら、体育祭 文化祭などの活動にも力を入れ
ている。
千代田高校では、受験や競争といった外発
的動機付けで生徒を勉強させようとはしない
で、 仲間 との共同や学習そのものの楽しさと
いった内発的動機付けで生徒を学習に引きつ
け、文化祭を通して学びの回復をめざしてい
る。一人ひとりの生徒の成長をみると、この
学校は生きた教育実践を行っていることがう
かがえる。千代田高校は、人間関係に励まさ
れて学力が形成されることを教育実践の柱に
している。生徒会が中心となって行っている
学習運動を通して学びを回復させ、生徒の自
主性と自治能力を育てている。
-3-
3)文化祭
千代田高校の文化祭は、一般に想像される
ような模擬庖、ライ ブが行われるような取り
組みだけではなく、「学び成長する文化祭J1 1 
である。生徒たちが自分らで決めたテーマに
ついて、文化祭ノートを使い、深く調べ、自
分の言葉で表現し、皆の前で発表し、展示す
るという文化祭である。授業とは違った意味
で学習に力を注いでいる。学習内容を文化祭
ノートにまとめ感想、を書いたものを、役員学
習会やクラスの皆の前で発表するというスタ
イルである。その取り組みは、 7月から 3ヶ
月近く続く 。この、自分たちの生活の中から
湧き起こる問いを端緒とした学習スタイルは、
結果的に生徒の学びの質を高めることにつな
がってゆく。
4.文化祭のカ(文化祭を通した学びの回復)
1) 文化祭の目指すもの
生徒会が文化祭実行委員会(各クラス 5~
6人)を決め、各クラスでどんなテーマにす
るかクラスごとに決めるよ うに指示し、クラ
スで話し合い、決めたテーマを提案し取り組
む。学年ごとに ①文化祭ノートで自分の生
活や社会の事実を見つめ、多くのことを学ぼ
う ②学習会を持ち、お互いの意見に学びあ
おう ③みんなで協力して文化祭の展示や
発表をよいものにし、多くの人に見てもらお
う。また、当 日は説明してみよう ④他学年
他クラスの発表や展示から学ぼう 12、など四
つの柱をも とに各クラスで学習を進めていく 。
これは、授業とは違う角度からの学びへの挑
戦により充実感を味わ うことのできる文化祭
である。
2)テーマ、形態
文化祭は、「平和J" r福祉J0 r教育」 ・「環境J• 
「貧困J• rし¥じめj、またその年その年の社会
主第 37号 (2011年)教育学論集
的な問題をテーマに 7月から取り組みが始ま
る。
3)事例について
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彼らにとって今までの学校は、学び成長し
合う場所というよりも、佐藤学が述べたよう
な「今までの学校生活のなかで学ぶ喜びを見 ( 
失い、学び合う仲間を見失い、自分自身を見
失う場所J14であったのである。そんな彼ら
がどうやって意味のある高校生活を送って、
成長してし-、ったのか、文化祭における教師の え
サポートを考えてみることにする。
① IYの事例: (事例1) 
彼女 (2年 1組:〉は高校2年生の時無口で、
字を書くのも、文章を書くのも若手だ、った1九
→義一
.運34
事 実行日 アーマ A子.u. 
例 年
事 第 57回 文化祭 夜間中学 2年
例 (2006年 9/30日・ 校 l組
I 10/1日)
事 第 51回 文化祭 SEVENTEEN 2年
例 (2000年-10月 6・7 6組
E 日)
事 第 52回 文化祭 今、はばた 3年
例 (2001年 10月 5・6 く瞬間 6組
E 日)
事 第 57回 文化祭 貧困に苦 3年
例 (2006年 9/30日・ しむ子ど 7組
W 10/1日) もたち
4)考察
(1)生徒の変化を導いた教師のサポート
(指導)
次の文章から生徒たちは中学時代にどん
な学校生活を送ってきたのかを読み取ること
ができる。
私は中学校時代毎日遅刻していて、授業
中も校舎の中で先生と鬼ごっこをしてい
た。トイレでタバコを吸って先生に上から
水をかけられたこともある。授業中、廊下
で白転車を乗り回したこともある。冬は寒
いから私服着ていくこともある。夏、男の
子たちは体育の授業中にプーノレに入らん
と、好きなときに入ったりしてた。それを
見て『早く出てこい!~という先生もいた
けど、笑ってしゃべりかけている先生もい
た。修学旅行の1とき『髪ちゃんとしてこミな
連れていかん!~って言われてみんな黒く
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したけど、一部の男の子は新幹線の中で、
トイレとか洗面所などに閉じこもって髪 !? 
の毛を金髪とかにしてた。でも、その子ら i 
は『直さなパスから出さん』とか言われて a 
結局直した。先生て、いつでもえらそうで、
間違っとっても謝らへんやろ。私ら中学時
代、先生をどうやって逆ギレさせるか楽し
んでいたようなところもある。 J/ r私は
中学校のとき、学校がおもしろくなかった
から、すぐ早退して帰っていた。みんな授
業をちゃんとやらんと、廊下に出たり教室
に入ったり、うろうろしていた。ときには
トイレでタバコを吸っている子もいた。廊
下を自転車で、走っている子もいた。それに、
先生を殴った子もいたし、金髪の子もいつ
ぱいやった。三階の窓から机や椅子、ゴミ 所
箱、ほうきやっぱも落ちてきていた。それ
に、かつあげされたりやパシリをさせられ
る人もいた。窓とかがよくつぶされた。し
ょっちゅう集会があって、よく 7時間固と
かを使って授業をやった。万引きする子も
いたし、暴走バイクが来たら近くまで、走っ
ていて見てた。先生がしたらあかんで言う
ことを、いつもすべてやっていた。それで
警察に学校を見張られていたI30
生徒会活動による「学びjの回復
高 Lのとき文化祭にあまり興味がなく、文化
祭ノートも 25ページしかやってなかった彼
女が、高 2と高 3で毎年 2冊ずつノー トを書
いたのである。そのノートを読むとその子の
少しずつ成長したことを読み取ることができ
る。
担任教師は、[夜間中学Jを文化祭テーマ と
してとりあげて、戦争や貧困の理由で若いと
き中学に行けなかった人たちが、年齢にかか
わらず夜間中学に来ていきいきと勉強してい
る事実と自分の状況がつながっていることを
考えさせるために、次のような課題を与えた。
[夜間中学に来ている人たちはみんな『学校
に行きたいなあJと思って来ている。夜間中
学の人の『学校とは元気のもとになるところ。
だから、疲れていれば疲れているほど、落ち
こめば落ちこむほど足は学校に向かう んで
す』ということばについて。あなたにとって
学校はどういう場所ですか。中学の時はどう
だったか、今、高校ではどうかと考えてみよ
う]
それについて IYは、
私にとって学校は、友達と話したり、グ
チとか言ってストレスはっさんするとこ
ろかなあ??あんまりよくわからん !中
学校の時は、ぶっちゃけ学校を休むことし
か考えてなかった。だって勉強と かぜんぜ
んわからんし、先生も教えてくれへん。わ
かる子にしか教えてなかった。よよ ・・しん
じられへんわぁ。Y(IY) もちょ っとはや
る気あってわかるようになりたかったの
. . ，A誌
に↓↓でも今はちがうでえ一一! !!
校ほんまに楽しい。ちょっとは勉強できる
ようになったし ppなんかなあ一一ちょ
っとは人みしりする のがましになってん
ちょっとやケド女それにクラブも楽しい
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し、でもちょっと行くのイヤになったこと
もあったケドなあ一一ッ !!!中学のク
ラブとおおちがいやねんよょ、先輩かなり
怖かったし、 ちゃんとやり方とかおしえて
くれへんかった。でも、高校では、まった
くちがう。めっちゃいい先輩ばっかり、や
さしいし、ちゃんとおしえてくれるし最高
やわぁ TPY(IY)学校て初めてこんなに
楽しいって思えたかも-・千代田 ってイイ
高校ゃなあ(ワラ)
自分のことを一生懸命に書こうとしている
彼女のノートに教師は次のように コメントを
している。
中学のときの自分のこと、そして高校での
自分のことを勇気を持って書いたことがすば
らしはりさんの成長をみつめる、もう一人
の y(IY)さんがし、ます。すてきなことです。
よいノート 16
また、 IYは、夜間中学を訪問した当日 (9月
7 日)に文化祭ノ ー トに次のように書いてい
る。
-・略。そんなにおもったほど、おじいち
ゃんとかがいなかった。でも 70才の人が
いたけどぜんぜん 70にみえなかった。で
も 65ぐらいかなあ ??みんなすごいあか
るくて元気な人ばっかりやった。 Y(1 y) 
だって質問のときにふつうにしゃべれた
あ大でもちょっとは、きんちょうしたケド
食 ・・・ みんなすごいなかよくしてくれて
うれしかった。年上の人ばっかりやけどめ
ちゃめちゃなかみは中学生やってん。ほん
ま毎日がたのしそうやった。 それに夜間中
学の人に学校とか勉強とか休み時間はた
のしいですか??って聞いたら、たのしい
友達としゃべったりするのがっ て言って
文化祭で何をしたいかと話し合ったと
き、当時多発していた少年犯罪や f17歳問
題j について考えたいという意見が多かっ
た。そして、テーマを決めた直後、大分県
で「家族 6人殺傷事件Jが起きました。僕
は、「のぞいたといわれたから殺したj と
いうマスコミの報じ方に疑問を持ちまし
た。それは原因ではなく、単なるきっかけ
にすぎないと思ったのである。人間の心に
ダムがあるとすれば、幼いころからずうっ
と抱え込んだストレスが溜まりに溜まっ
て、世間で動機とされることは、そのダム
をひらく単なる「きっかけJにすぎないの
ではないでしょうか。また、この少年は殺
人を実行する時、とても計画的でした。こ
んなに冷静に物事を考える少年が、なぜ殺
しを考え直すことができなかったのでし
ょう。少年事件はよその少年だけの問題で
はない。 fマスコミ、親、学校、社会…。 、
すべてを足元から考えなおす時ではない
か?J という思いでとりくみ始めました。
まず大平光代さんの :Wだから、あなたも
生きぬいて』をクラスで読み、柱にそって
感想を出し合いました。筆者がひどいいじ
めにあった場面では、クラスの多くの人が l 
ここのコメントでは、①もう一人の自分を h 自分の fイジメ体J験iを語り:まじたι昏分
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自分の否定的面をうけいれ、表現しているこ ミ
とを評価している。これが、生徒の学びの回 ;jf
復への働きかけになり、自分の発見と思いを ; 
土台として考えさせ、生徒の中に小さくても
育ちつつあるものを大切に育てていこうとい
う姿勢で接していることがわかる。
② ADの事例 (事例 2)
事例 2を通して AD(2年 6組)は次のように
述べている。
教育学論集第37号 (2oil年)
，';! 
これに対し、教師は次のようにコメントをし
ている。
きのう、疲れただろうに文化祭ノートをや
った Y(IY)さんに感心しています。きのう
は交流会で質問できたこと、夜間中学の人の
話や姿から、学校や勉強の楽しさや友達の大
切さを再発見できる、とてもすてきな時間に
なったこと、貴重な経験ができたことが伝わ
ってきます。自分のいやだったことや自分の
変化をどんどん書いているのもとてもいいな
ぁと思います。よいノ}ト 17
た。まったく Y(IY)と思っていることが
一緒でめちゃめちゃピックリゃった。なん
かいろいろと夜間中学の人におしえられ
た。ちがう国で生まれた人もめちゃめちゃ
日本語がじょうずやった。なんかピックリ
しまくりの時間をすごした。なんの質問か
わすれたケド学校の正門を通るのにエネ
ルギーがいったって言っててん。 Y(IY) 
もいまはそんなことはないケド中学の時、
正門から中に入るのがめちゃイヤやって
ん。だ、って学校行ったら男子とかにからか
われたりするから、イヤやってん。でも夜
間中学の人とまたちがう意味やと思うケ
ド。とりあえず友達はほんまに大切ってコ
トをめちゃめちゃしった。まえからしって
たケドなあ女ワラ
でも友達がめちゃめちゃいたら自分に自
信がしぜんとついてくるんやと思う。だっ
てじっさいにY(IY)はそれやと思うもん。
Y (IY)ほんまにイイ体験したと思う。ほ
んまに行ってよかったと思った。またいつ
かあそびに行きたいわぁ。。。 もう ねむ
たいからねるわねえzz
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生徒会活動による「学びJの回復
です。でも、みんなから出される率直な意
見を聞き、最初は黙っていた子も「苦しん
でいるのは、自分だけじゃなかったんだ。
私も言ってみよう j と変化し、自分の思い
を語り始めました。このことを通して、ぼ
くはクラスのなかに信頼が高まっていく
のを実感しました。
次に、 i17歳問題Jの背景を学ぼうと、
弁護士の先生や社会の先生の話を聞きま
した。その中のひとつ、「学習指導要領J
の学習がとても印象に残っています。「僕
たちは詰め込み教育の犠牲になったんだJ
と強く思いました。いわゆる「落ちこぼれJ
が増えたといわれる現在の教育ですが、政
府のいう学習の姿勢では、落ちこぼれが生
まれるのは当然です また、 i17歳問題J
の加害者といわれる少年たちのなかに fエ
リートコースを歩んでいた人が多しリとき
きますが、彼らもやはり詰め込み教育の犠
牲といえるのではないでしょうか。いつも
勉強と時間に追われ、自分に自信をもてず、
人間を信じられなくなっています。みんな
の中学時代の話をきくと、ぼくも含めてみ
んな「心のダムj はストレスでいっぱいに
なっていました。“孤独"という最もつら
い状況に立たされたときの気持ちは、僕た
ちも事件を起こす少年も同じ思いだった
に違いありません。いつの時代もしわょせ
がくるのは「子どもJではないでしょうか。
今回で最後となる文化祭。今年は、これか
らの人生に生かすことができるよ うに、精
いっぱい悔いのないよう頑張りたいと思
います18
0
J 
このように、 ADは学びをめぐって論理的に
表現している。それを促したのが教師の指導
である。それは、学びのテーマについて関係
する本を読んで感想を書かせようとするもの
-7-
であった。千代田高校の生徒の中には考える
力だけではなく、きちんとした文章を書くこ
ともできない生徒も多数いるため、教師たち
はその本の内容について考える柱を用意し、
自分の感想や意見を発表する場を設定してい
る。
なお、教師自身が生徒のノートを読んで考
えさせられたこと、気づかされたことを省察
するなど教師の指導姿勢が生徒を理解するた
めの土台になっている ととも特徴である。次
の文章もその一例である。
すごい発見だ。やっぱり、社会の矛盾を
一歩一歩うち破り前進させるのは、青年の
力かな。そんなことを考えさせられました
19 。
もちろん文化祭には、「こんな文化祭やって
も意味がないJi普段からやる気がないのに、
めちゃくちゃエネノレギーを使う文化祭なんて
ムリ J iなんで文化祭まで勉強させるん !J 
という文化祭の取り組みに反対する生徒も出
ている。いままで何年も積み重ねてきた経験
からそれなりの手応えがある 20からと教師た
ちは指導をし続けていく 。本当は彼らもすば
らしい力を持っている、それがいつか発揮さ
れると忍耐強く見守る指導姿勢も見逃せない。
(2)ありのままの自分を出せる空間と学び
文化祭に取り組む中で、発表会(感想や意
見)を通して生徒たちは、自分たちの思いを
自由に表現すること ができ、 その表現に共感
して くれる他者がいるとい う空間を作り出し
ている。事例 3として、 3年 6組の 「今、 は
ばたく瞬間 一一いのち ・生きるということ
一一Jとい うテーマの中である生徒が次のよ
うに述べている。
教育学論集
僕は片目だけで生きています。以前、
右目をケガし、何度も手術しましたが視
力は戻りませんでした。僕はずっとこの
ことを誰にも話せませんでした。恐かっ
たのです。やがて重く暗い何かが僕の中
に、だんだんたまっていきました。高 1
の時、とうとうそれが溢れてしまい、僕
は大きく荒れました。学校にも行かず、
他人を傷つけました。 2年になり、「この
ままではだめだJと思った僕は文化祭を
きっかけに、学び、考え、ひたすら走り
始めました。失った時を少しでもとりも
どしたくて。ただ今思うと、その荒れた
l年は自分に必要な時だったのかも知れ
ません。そして、こう考えるようになり
ました。「自分は身体のこと話すべきだJ
と。右目のハンディを武器にしてやろう
と思ったのです。僕は大きく変わりまし
た。視力は 2分の lになったけど、視野
は何倍にも広がりました。ありのままの
自分を語り、多くの人たちと手をつなぐ
こともできました。そして僕は、「翼」を
みつけました。それは、書くことです。
自分の思いは、言葉を選び、自分の言
葉で伝えたいのです。 f書くことJは次第
に僕の生きている証になっていきました。
大人は「今の子どもはダメだ」と言いま
す。でも僕たち子どもは、必死に生きて
います。大人たちがつくった社会の中で。
僕は、自分たちの次の世代が希望を、翼
を見つけられるような社会にしていきた
いです。そのために僕たちは今こそ学び、
・考え、大きくはばたきますヘ
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える力がついていくのである。孤立的・競争 ;;
主義的学びではなく、共同的で対話的なやり 九;
取りのなかで学びを続け、お互いにわかり合 j
っていく。ここに学ぶということの本質が現
われているのである。 :!? 
(3)学校集団での学び .~ • 
三上満は、子どもたちのまわりには、次の
ような三つの「ともに生きる仲間Jがどうし
ても必要であると述べている。 ;:〈
第一の仲間は、自分より年上で経験も能力 議
-.dg 
もあり、自分も「あのようになってみたいなj 会
と憧れられる仲間である。こどもにとって、
自分より少し上の、手のとどきそうなところ
にそういう仲間がいるということが極めて重
要で¥それは成長の契機となる「二重写しj
の源であり、グめあで1 の湧きどころである。
二つ目の仲間は、自分と手をとり合い、励
まし合い、ある時に競い合って、ともに伸び
ていける仲間である。同じような水準にあっ
て、ともに伸びていく仲間である。
三つ目の仲間は、自分が憧れられる存在に
なり、教えてあげたり、成長を励ましてやっ
たりすることのできる仲間である。こういう
仲間の存在が、自分自身の成長を気づかせ、
自分に誇りを持たせるのである220
千代田高校の文化祭は各クラスが自分ら
で、調べたテーマについて文化祭当日展示する。
学校全体がオープンなので自分のテーマ以外
にもお互いに回って自由に学びができる。仲 ~ 
聞のいいところを見て、仲間に対して温かい
心をもち、互いに優しく励ましていく。学年 -:;，
やコースを超えて「よかったよj とかけられ ト
てきた声で生徒たちは大きな自信を持ち‘そ
生徒たちは文化祭で決めたテーマについ れが次の頑張りにつながっ，ていくのである。
て自分の思いや感想、を書き、相手にわかりや 今まで¥-やる気になって学びに取り組んだ
すくするため何度も書き直し、3 それの積み重、 経験のない生徒たちは、集団の中において、
ねで言葉の使い方を学んだり、物事を深く考 i学習規律と費低の分担などをも身に着けると
、 汚点事司 、
. 
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生徒会活動による「学びjの回復
とができ、積極性の芽が出てくる。そんな環
境で育っている生徒たちは、集団の素晴らし
さ、共同ということを味わうことができる。
そして、集団で学ぶ喜びを体得できる。
文化祭は、連帯感が育てられるきっかけと
なる。上級生が下級生を指導、援助し、信頼
を育つという縦割り集団の特徴をし、かし、競
争ではなく、一緒に学び、学校生活への意欲
をもたせるという面でも意義があると考えら
れる。生徒の頑張っている姿、いきいきして
目が輝いている姿、皆が一丸となって文化祭
を実行している姿が見える。このような豊か
なかかわりを通し、信頼感、安心感を高める
ことのできる異年齢交流を生かして、豊かな
人間関係を育てている。
学校集団での学びは、生徒同士の助け合い
の中から、学びの回復の道を歩むきっかけに
なり、クラスや学年という集団ではなく、学
校集団を高める重要な位置を占めることにも
つながっていくのである。
(4)視野を広げる学び (事例 4)
文化祭を通して、生徒たちは自分たちの自
の前のことだけではなく、いろんな問題に興
味を持ち、社会に、世界に目を向けるように
なり、視野を広げていく。事例 4として、 3
年 7組のテーマ「貧困に苦しむ子どもたち
一私の夢は大人になるまで生きることです
-Jの中である二人の生徒が次のように述べ
ている。
スモーキーマウンテンはテレビの特集を
見て知っていた。ゴミの山に埋もれてトラ
ックが来たときに、みんな競争のように走
って、夢中になっている小さな子どもが、
ブルドーザーの下敷きになって死んでし
まった。というのを見たとき、本当に悲し
かった。だから、この環境は大人になると
-9ー
いう夢をかなえられる子が少ないという
ことが、よくわかる。この子たちは、お金
をためて親に何かしてあげたいと純粋に
思える子たちばかりやと思う。もし自分が
こんな環境で生活したら、夢なんかもてな
くなる。学校に行ける私たちは、本当に幸
せで、気づかないうちに大きくなって夢を
持つこと忘れていた気がする。学校に行き
たくても行けない子もいるのに、普通に行
ける「私たちがj いい加減に学校に行って
は行けないと思う/5歳のころの私は幼稚
園で遊び、身の回りのことを何一つ自分で
しないで、すべて周りの人にやってもらつ
っていたのに、この国の示どもたちは自分
で働いて生活するという、すごいなと思う
けど同時に悲しく思えた。将来の夢も、私
なら自分のやりたい職業をいう。大人にな
るまで生きれないなんて考えたこともな
い。小 ・中 ・高と成長し進路を選び年をと
っていく以外の道はほぼないと思ってい
た。外国に目を向けてみると、自分の当た
り前と思っていることが夢という子がい
るなんて、何も考えずに生きていることが
申し訳なく思っている。だから、私は、こ
んな子どもたちの暮らしを知ることは大
切だし、自分の考えを変えるために必要だ
と思った230
文化祭に取り組む中、講演、見学、交流、
読書などの体験を通し、世の中のこと、教育
のことなどいろんなことを吸収し、視野を広
げていく。たくさんの人とのかかわりの中で
学び、豊かな心と、考える力、問題解決力が
身についていく 。
(5)学びの回復と教師の見る目の変化
以上のように学びの回復につながっている
文化祭の力として、生徒の変化を導いた教師
?
? ?
?
???
? ?. 、
教育学論集第37号 (2011年)
まとめと今後の課題
本稿では、千代田高校の生徒会活動による
学びの回復について、文化祭の意義に重点を
置き、事例を取り上げながら考察してきた。
生徒が抱える悩みや不安は、その子の内面に
隠され、生き方や、広い世界をわかりたいと
いう学びへの要求でもある。千代田高校は、
教職員全体で文化祭を一つの手掛かりとして、
子どもたちのその要求を掘り起こし、学ぶ喜
びを実感できる学びの場作りに意識的に取り
組んでいるといえる。
文化祭は学校行事の中で重要なものであ
る。日頃、学んできた学聞を発表する場であ
り、学問以外の関心事を調べたり、研究した
りしたことを公表する場でもある。生徒たち
が共通の学習テーマや共同の作業に携わり、
それが学ぶ意欲の喚起と良好な生徒間関係を
形成する上で有効だと考えられる。
生徒会が自分たちの思いを議論し、学習の
あり方を論じ、学校生活を意義あるものにす
るための方針を絶えず作りだしている。日々
の生徒の生活が、この生徒会の議論を経た生
徒会方針の意義性のもとに創造されている。
それが今まで言われてきた生徒が主人公にな
る営みそのものであり、真の学びの場の一つ
の姿がここにある。
年々、人と関わるカを身につけていない
生徒が多く入学し、クラス活動や生徒会の中
心的役割を果たせる可能性のある生徒の少な
さで悩み、理想通りには展開しにくいという ‘
現実に直面している千代田高校は文化祭をど
う維持していくのかが興味深い問題である。
生徒会中心に行われている体育祭の意義を検
討することを次の課題として本稿を終わりに
.したい。
明 lion←
千代田高校の文化祭は、教師も生徒と一緒
に学んで、成長していく文化祭である。教師が
生徒と一緒に見学することを通し、訪問先の
方々に質問したり、返ってきた答えをメモ取
ったりなど教室の中で見られない生徒たちの
頑張っている本当に学ぶ姿を発見している。
夜間中学の教師たちが生徒とどんな態度で接
触するか、授業をどんなかたちで教えるかに
ついて教師自身が学び、自分の教育観を変え、
授業を見直していく。
教師は、文化祭を通して子どもの一部分だ
けではなく、全体的に見ていくなど生徒を見
る目を変えている。一人ひとりの子どものと
ころに身を寄せて，どんなよさに向fかってい
るかを感じ取り、その子が自分のよさを見つ
け、それを実現じようとするのを支援し続け
， 
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るのである。のサポート、ありのままの自分を出せる空間、
学校集団での学び、視野を広げる学びなどが
明らかになったが、文化祭を通して教師の生
徒を見る目が変わるという点でも、学びの回
復の手立てについての示唆をえることができ
る。
生徒の学びの回復には教師の成長が欠か
せない。教師のありかたについて校長のフィ
ールドノートでは次のように述べられている。
「教員採用のとき学校で人事委員会をつく
って、自分も生徒と一緒に成長したいと思
う先生を選んで採用する。なぜなら、千代
田に入学して入ってくる生徒たちの中には
学力底辺の子が多いし、また中学校時代に
荒れた子らも少なくないのが現実である。
採用された教員が生徒たちの実態を見、『私
はもっと高いレベルのことを教えたいんだ。
これぐらいのものも分からないの』とすぐ
あきらめてしまう教員もいるので、最初の
時点で厳しく採用する240 J 
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